
６
月
11
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
、
東
京
平
和
委
員
会
第
70

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
10
の
地
域
代
表

を
は
じ
め
20
人
（
内
オ
ン
ラ
イ

ン
６
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
井
出
由
美
子
代

表
理
事
が
「
軍
拡
で
暮
し
が
つ

ぶ
さ
れ
、
憲
法
９
条
が
壊
さ
れ

る
危
険
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
。

参
議
院
選
挙
で
何
と
し
て
も
憲

法
守
る
議
席
を
守
ろ
う
」
と
開

会
挨
拶
。

来
賓
の
千
坂
純
日
本
平
和
委

員
会
事
務
局
長
は
「
岸
田
政
権

と
維
新
な
ど
か
ら
の
攻
撃
は
、

70
年
間
、
憲
法
と
平
和
を
守
る

運
動
に
よ
っ
て
政
権
に
余
儀
な

く
さ
せ
て
い
た
、
『
専
守
防
衛
』

な
ど
の
最
低
限
の
制
約
を
葬
り

去
ろ
う
と
す
る
重
大
な
も
の
。

そ
れ
を
阻
止
す
る
覚
悟
と
情
熱

で
活
動
し
、
仲
間
を
増
や
そ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

討
論
で
は
、

「
４
月
30
日
に
『
沖
縄
と
連

帯
す
る
集
い
』
を
開
き
、
会
場

に
平
和
新
聞
見
本
紙
を
置
い
て

訴
え
、
２
人
が
購
読
し
て
く
れ

た
。
８
月
に
は
地
域
の
史
跡
を

め
ぐ
る
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
を
計

画
し
て
い
る
。
活
動
の
継
続
で

平
和
委
員
会
の
存
在
が
認
識
さ

れ
て
き
て
い
る
。
会
員
30
人
、

読
者
70
人
だ
が
、
会
員
を
50
人

に
し
て
い
き
た
い
。
」（

杉
並
）

「
月
２
回
ロ
シ
ア
侵
略
反
対

の
行
動
を
行
い
、
毎
回
10
～
20

人
が
参
加
、
カ
ン
パ
も
２
万
３

千
円
集
ま
っ
て
い
る
。

毎
月
理
事
会
の
他
に
、
会
員

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
企
画
を

と
、
平
和
カ
フ
ェ
を
開
始
し
、

馬
毛
島
基
地
化
問
題
の
ビ
デ
オ

を
上
映
し
た
。
世
代
継
承
が
進

ん
で
い
な
い
中
、
会
員
拡
大
が

最
大
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
」

（
中
央
区
）

「
地
位
協
定
改
定
や
核
禁
条

約
締
約
国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
を
求
め
る
陳
情
を
区

議
会
に
出
し
た
（
前
者
は
否
決
、

後
者

は
継
続
審
議
）
。

毎
月
４
、
５
人
の
参
加
だ
が
、

学
習
会
を
継
続
し
て
い
る
」

（
豊
島
）

「
横
田
基
地
に
飛
来
し
た
Ｆ

16
戦
闘
機
の
夜
間
訓
練
に
つ
い

て
、
市
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

市
も
抗
議
文
を
出
し
た
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

配
達
集
金
を
自
前
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」

（
日
野
）

な
ど
、
各
地
で
の
活
動
前
進

の
努
力
が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
建
設
で
は
、
平
和
新
聞

東
京
版
の
毎
月
発
行
が
定
着
し
、

各
平
和
委
員
会
か
ら
の
記
事
も

集
ま
る
よ
う
に
な
る
な
ど
改
善

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
会
員
数

７
７
７
人
、
読
者
９
５
２
人
と

後
退
し
て
お
り
、
11
月
の
横
田

集
会
、
日
本
平
和
大
会
も
節
目

に
し
て
、
会
員
９
１
５
人
、
読

者
１
０
４
０
部
を
め
ざ
す
こ
と

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
29
日
、
町
田
の
平
和
委

員
会
と
日
朝
協
会
共
催
で
、
東

大
名
誉
教
授
（
ロ
シ
ア
ソ
連
史
・

現
代
朝
鮮
史
）
の
和
田
春
樹
さ

ん
の
学
習
会
を
開
か
、
80
人
余

が
参
加
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

後
、
抗
議
声
明
を
出
し
、
停
戦

交
渉
を
呼
び
か
け
て
き
た
氏
は
、

一
時
間
半
近
く
、
最
近
の
事
態

や
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
戦
争
が
東
ア
ジ
ア
に
波

及
せ
ぬ
よ
う
、
平
和
憲
法
の
理

念
を
活
か
し
た
市
民
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
九
条
の
会

の
取
り
組
み
や
、
先
生
の
活
発

な
行
動
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

町
田
平
和
委
員
会
は
、
参
院

選
「
３
分
の
２
阻
止
」
へ
向
け

毎
週
火
曜
日
の
町
田
駅
頭
宣
伝

（
署
名
三
百
筆
に
）
を
加
速
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。

町
田
平
和
委
員
会
・
奥
村
憲
雄

「
高
江
座
り
込
み
15
周
年
報

告
集
会
」
が
、
６
月
５
日
、
沖

縄
県
東
村
農
民
研
修
施
設
で
１

７
０
人
が
参
加
し
、
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
２
０
１
６
年
７

月
に
同
村
高
江
へ
機
動
隊
を
派

遣
し
た
６
都
府
県
と
沖
縄
で
の

住
民
監
査
請
求
と
、
派
遣
の
違

法
を
問
う
訴
訟
報
告
が
東
京
、

愛
知
、
沖
縄
の
原
告
代
表
か
ら

あ
り
、
愛
知
の
名
古
屋
高
裁
が

機
動
隊
派
遣
を
違
法
と
す
る
判

決
を
出
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

る
と
、
会
場
か
ら
拍
手
が
わ
き

起
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ゴ
ン
保
護
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
吉
川
秀
樹
さ
ん

は
、
北
部
訓
練
場
の
一
部
返
還

地
域
を
含
む
沖
縄
県
北
部
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
の
経
過
の
中

で
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
を
伴
う

北
部
訓
練
場
の
こ
と
を
ほ
と
ん

ど
書
か
な
か
っ
た
環
境
省
の
ず

さ
ん
な
登
録
推
薦
状
の
状
況
を

報
告
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
今
後
と
も
軍
事

訓
練
を
監
視
し
、
あ
き
ら
め
ず

に
た
た
か
う
こ
と
が
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
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ロ
シ
ア
は
直
ち
に
撤
退
せ
よ
、

参
院
選
で
改
憲
勢
力
３
分
の
２
未
満
に

東
京
平
和
委
員
会
第
70
回
定
期
総
会
開
く

町
田
で
学
習
会

講
師
和
田
春
樹
さ
ん

軍
事
基
地
の
な
い
「
や
ん
ば
る
」
を

沖
縄
・
高
江
座
り
込
み
15
周
年
集
会



安
保
廃
棄
・
沖
縄
県
統
一
連

安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会

安
保
破
棄
東
京
実
行
委
員
会

東
京
平
和
委
員
会

辺
野
古
新
基
地
の
是
非
を
め

ぐ
る
決
定
的
な
対
決
の
場
と
な

る
と
と
も
に
、
復
帰
50
年
の
沖

縄
県
民
の
命
と
く
ら
し
が
か
か
っ

た
沖
縄
県
知
事
選
挙
が
８
月
25

告
示
９
月
11
日
投
票
で
行
な
わ

れ
ま
す
。

辺
野
古
新
基
地
を
阻
む
た
め

に
命
が
け
で
た
た
か
っ
た
故
翁

長
雄
志
前
知
事
の
遺
志
を
継
い

で
、
２
０
１
８
年
に
知
事
に
就

任
し
た
オ
ー
ル
沖
縄
の
玉
城
デ

ニ
ー
さ
ん
が
２
期
目
へ
の
立
候

補
を
表
明
し
、
全
力
で
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
今
回
の

立
候
補
に
当
た
り
、
辺
野
古
新

基
地
に
つ
い
て
、
軟
弱
地
盤
の

問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
や
環
境
へ
の
影
響
を
指
摘
し
、

「
辺
野
古
新
基
地
は
断
固
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
」
と
力
強
く

表
明
し
て
い
ま
す
。

台
湾
問
題
を
め
ぐ
っ
て
米
中

の
軍
事
的
な
衝
突
が
起
き
れ
ば
、

沖
縄
が
標
的
と
な
り
戦
場
化
す

る
危
険
が
現
実
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
沖
縄
は
復
帰
前
ど
こ
ろ

か
、
ま
る
で
戦
前
に
戻
っ
た
か

の
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
玉
城
デ
ニ
ー

知
事
は
、
平
和
的
な
外
交
・
対

話
に
よ
り
緊
張
緩
和
と
信
頼
醸

成
を
は
か
る
こ
と
で
平
和
構
築

に
寄
与
す
る
沖
縄
県
政
を
強
く

訴
え
て
い
ま
す
。
沖
縄
と
日
本

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
玉

城
デ
ニ
ー
県
政
を
継
続
・
発
展

さ
せ
る
こ
と
は
、
沖
縄
県
民
だ

け
で
な
く
多
く
の
国
民
の
願
い

で
す
。

知
事
選
勝
利
の
試
金
石
と
な

る
参
院
選
で
は
、
オ
ー
ル
沖
縄

の
イ
ハ
洋
一
さ
ん
が
、
「
辺
野

古
新
基
地
容
認
」
を
明
言
す
る

自
民
公
認
候
補
と
激
し
い
た
た

か
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

イ
ハ
さ
ん
の
圧
倒
的
勝
利
と

あ
わ
せ
て
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事

の
再
選
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
大
き
な
支
援

が
必
要
で
す
。

安
保
破
棄
東
京
実
行
委
員
会

と
東
京
平
和
委
員
会
は
、
沖
縄

県
知
事
選
挙
へ
の
募
金
を
取
り

組
み
ま
す
。

沖
縄
と
日
本
の
平
和
な
未
来

の
た
め
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

◇
カ
ン
パ
の
送
付
先

安
保

破
棄
東
京
実
行
委
員
会
・
東

京
平
和
委
員
会

郵
便
振
替
口
座

０
０
１
２

０
ー
７
ー
２
８
６
３
４

加
入
者
名

安
保
破
棄
東
京

実
行
委
員
会

※
郵
便
振
替
用
紙
の
通
信
欄

に
「
県
知
事
選
支
援
カ
ン
パ
」

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

知
ら
な
い
間
に
機
体
が
交
換

６
月
９
日
の
午
前
11
時
過
ぎ
、

横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
の
先
端
部

に
２
機
の
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
が
並
ん
だ
。

昨
年
７
月
６
日
に
、
横
田
基

地
に
６
機
目
が
無
通
告
で
配
備

さ
れ
、
現
在
６
機
が
配
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

６
月
２
日
に
横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ

ク
に
、
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ

３
機
が
突
然
飛
来
し
た
の
を
、

米
軍
の
行
動
を
監
視
し
て
い
る

「
リ
ム
・
ピ
ー
ス
」
が
捕
ら
え

ま
し
た
。

６
日
に
、
横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ

ク
に
寄
港
し
た
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

か
ら
の
貨
物
船
「
Ｓ
Ｌ
Ｎ
Ｃ
ヨ
ー

ク
」
に
、
こ
の
３
機
が
積
み
込

ま
れ
ま
し
た
。

９
日
に
は
、
異
な
る
機
体
ナ

ン
バ
ー
の
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
が
貨
物
船
か
ら
陸
上
げ
さ
れ

て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
、
横
浜

ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
か
ら
３
機
の
Ｃ

Ｖ-

22
が
相
次
い
で
離
陸
し
、

横
田
基
地
に
向
い
ま
し
た
。

横
田
基
地
の
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス

プ
レ
イ
３
機
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
貨
物
船
に
積
み
込
ま
れ
、

新
た
に
３
機
が
陸
揚
げ
さ
れ
横

田
基
地
に
配
備
さ
れ
た
よ
う
で

す
。北

関
東
防
衛
局
も
、
３
機
が

横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ
ク
に
向
か
っ

た
こ
と
を
認
め
、
同
時
に
機
体

の
数
は
変
更
な
い
と
も
通
知
し

て
い
ま
し
た
。

貨
物
船
に
積
み
込
ま
れ
た
オ

ス
プ
レ
イ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

終
わ
り
戻
っ
て
く
れ
ば
９
機
体

制
と
な
り
ま
す
。

２
年
後
に
10
機
体
制
に
す
る

計
画
で
、
10
機
編
成
化
を
急
ぐ

場
合
は
、
整
備
を
終
え
た
他
の

飛
行
隊
で
使
用
し
て
い
た
機
体

を
横
田
へ
配
備
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

新
規
交
代
配
備
の
事
前
通
知

は
な
く
ま
た
も
や
無
通
告
で
し

た
。６

月
９
日
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
海
兵
隊
基
地
キ
ャ
ン
プ
・

ペ
ン
ド
ル
ト
ン
を
拠
点
と
す
る

Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
８
日

昼
（
日
本
時
間
９
日
未
明
）
、

同
州
南
東
部
・
メ
キ
シ
コ
国
境

に
近
い
グ
ラ
ミ
ス
付
近
に
墜
落

し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
同
機

は
訓
練
中
で
、
米
紙
の
話
と
し

て
、
４
人
が
死
亡
し
た
と
報
じ

て
い
ま
す
。
同
型
機
は
３
月
に

も
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
演
習
中
に
墜

落
し
、
４
人
が
死
亡
。
オ
ス
プ

レ
イ
の
墜
落
事
故
は
今
年
に
入
っ

て
２
件
目
で
す
。

13
日
に
木
更
津
の
住
民
の
会

の
み
な
さ
ん
と
防
衛
省
要
請
に

参
加
し
ま
し
た
。

防
衛
省
は
「
米
軍
が
安
全
と

言
っ
て
い
る
か
ら
問
題
な
い
」

と
繰
り
返
す
だ
け
で
し
た
。

２
０
２
２
年
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
が
広
島
・
長
崎
で
の
現

地
集
会
を
基
本
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
も
含
め
開
催
さ
れ
ま
す
。

２
年
ぶ
り
の
被
爆
地
で
の
開
催

で
す
。

広
島
・
８
月
４
日
～
６
日

長
崎
・
８
月
９
日
の
日
程
で
す

世
界
大
会
は
、
地
域
か
ら
各

地
域
原
水
協
と
連
絡
を
取
っ
て

参
加
し
ま
す
が
、
個
人
で
参
加

す
る
場
合
は
東
京
平
和
委
員
会

に
登
録
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。詳

細
は
、
東
京
平
和
委
員
会

ま
で
ご
照
会
く
だ
さ
い
。
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会
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